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婦人服製作
300年以上にわたる「しみぬき」の技
染色補正の起源は、約300年前と言われています。生産過程で発生する難点を吾々の先祖である調
整係が手入れを施し、完成品として上納したと伝えられています。その技術は時代の変化に伴い研
究開発され、現代もなお着物業界には欠かせない、「着物を直す」職業として受け継がれています。 17世紀後半、ヨーロッパにおいて現在のような洋服の基礎が

出来上がりました。日本に洋裁の技術が伝わったのは、明治
維新前後のことです。婦人服の洋裁化が始まったのは鹿鳴館
時代のことで、第2次大戦後、活動的な洋服の需要が高まり、
洋裁技術も大きく進歩しました。

競技概要 競技時間 10時間（1日目7時間／2日目3時間）

堀部 晴久 さん
友禅工房 堀部

第31回 競技課題

染色補正では、代表技術（着物のしみぬきや復元等）を集約した4つの課題で競技を行います。

競技概要 競技時間 10時間（1日目7時間／2日目3時間）

今回の課題は、無地のウール地で毛芯を使った
オーダーメイド仕立てで、きざみのあるヘチマカ
ラーのジャケットを10時間で仕上げます。

技能検定職種名（作業名）　染色（染色補正作業）

右側３分の２の赤色を除去したのち
中央３分の１に小紋を復元します。

課題図 完成図

第1課題（紋様消し作業）染色の復元

課題図 完成図

第2課題（汚れ落とし作業）しみの除去

課題図 完成図

第3課題（小紋直し作業）抜染と柄の復元

課題図 完成図

第4課題（ぼかし合わせ作業） 染色の補正

色んなことにチャレンジしていただいて、自分の中
での引き出しを色々作っていってください！

染色補正に用いられる薬品や溶剤及び染料は多種多
様で、汚点の種類に応じてそれぞれを使い分ける必要
があります。
また、調合比率や使い方によって仕上がりも大きく異な
り、いかに布地を傷めず周囲と調和させるかが最大の
ポイントとなります。

各自で製図した型紙を使い、競技は布の裁断から
始めます。ハ刺しをした柔らかな返りのヘチマカ
ラーには、角と丸みのきざみがあります。
玉縁のポケット、袖口のスリット、シルエットを出す
為のくせとり等、丁寧な作業と技術が必要とされ、
熟練した技術を競います。

前回大会 金メダリストからメッセージ！ Point

金武  節子 さん
アトリエ  節

いろんな違った方向性を組み合わせながら、それを自分の
ものにしていっていただいたらいいかなぁと思います！

前回大会 金メダリストからメッセージ！

平コテ

霧吹き

女性用ジャケット

シミ抜き用ブラシ

ハサミ、メジャー

ウール地でジャケットを製作する

ルレット、
ピンクッション

技能検定職種名（作業名）　婦人子供服製造（婦人子供注文服製作作業）

第31回 競技課題
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